
「
ア
ー
ス
ラ
ン
チ
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
」
開
催

　

市
で
は
静
岡
大
学
の
協
力
に
よ

り
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
試
行
事
業

と
し
て
、
子
ど
も
た
ち
の
ア
イ
デ

ア
に
よ
る
創
作
料
理
を
作
っ
て
競

う
祭
典
「
ア
ー
ス
ラ
ン
チ
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
」
を
11
月
に
開
催
し
ま

す
。

　

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
は
、
参
加

す
る
小
学
校
の
児
童
が
、
学
校
菜

園
や
学
校
区
で
採
れ
る
食
材
を

使
っ
た
料
理
を
考
え
、
作
り
、
審

査
員
に
プ
レ
ゼ
ン
し
ま
す
。
審
査

員
は
内
容
を
聞
き
、
試
食
を
し
て

大
賞
を
決
め
ま
す
。

　

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
向
け
て
、

子
ど
も
た
ち
は
野
菜
を
育
て
た
り
、

料
理
を
考
案
し
た
り
、
宣
伝
の
た

め
の
ポ
ス
タ
ー
の
作
り
方
を
専
門

家
に
学
ん
で
作
成
し
た
り
し
て
い

ま
す
。

　

こ
の
活
動
を
通
し
て
、
子
ど
も

た
ち
に
は
、
た
だ
料
理
を
つ
く
る

と
い
う
こ
と
だ
け
で
は
な
く
、
創

造
力
を
働
か
せ
、
今
あ
る
も
の
を

活
用
し
、
周
り
と
協
力
を
し
な
が

ら
新
し
い
も
の
を
つ
く
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
ほ
し
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
郷
に

学
び
、
将
来
を
見
通
し
、
自
ら
行

動
を
起
こ
す
こ
と
が
で
き
る
「
起き

郷ご
う

家か

」
を
育
成
す
る
こ
と
が
、
市

の
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
ね
ら
い
で
す
。

　

ま
た
、
学
校
と
地
域
の
連
携
を

深
め
た
り
、
地
域
の
特
色
を
つ

く
っ
た
り
す
る
こ
と
で
、
子
ど
も

か
ら
大
人
ま
で
み
ん
な
で
地
域
の

こ
と
を
考
え
る
機
会
に
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

育
ち
と
学
び
を
つ
な
ぐ

　
　
　
　
　

   

小
中
一
貫
教
育

　

小
中
一
貫
教
育
を
導
入
す
る
に

当
た
り
、
子
ど
も
た
ち
の
９
年
間

の
学
び
と
育
ち
を
つ
な
ぐ
た
め
に
、

中
学
校
区
ご
と
に
順
次
、
連
携
事

業
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
本
年
度

か
ら
は
、
牧
之
原
小
・
中
学
校
が

研
究
を
始
め
ま
し
た
。

　

牧
之
原
小
・
中
学
校
で
は
、
ま

ず
は
両
校
の
目
指
す
子
ど
も
像
を

「
協
力
平　

夢
あ
る
未
来
を
切
り

拓
く
」
に
そ
ろ
え
、
９
年
間
で
育

み
た
い
子
ど
も
像
を
共
有
し
て
取

り
組
む
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
学
び
の
交
流

と
し
て
小
学
校
６
年
生
が
中
学
校

の
授
業
参
観
に
行
っ
た
り
、
特
別

支
援
学
級
が
合
同
で
農
園
活
動
を

行
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。

　

教
員
は
、
合
同
で
授
業
づ
く
り

や
子
ど
も
理
解
の
研
修
を
行
い
、

お
互
い
に
授
業
を
参
観
し
合
う
こ

と
で
、
９
年
間
で
育
む
資
質
・
能

力
の
相
互
理
解
を
深
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
音
楽
の
授
業
で
は
、
中
学

校
の
教
員
が
４
〜
６
年
生
の
授
業

を
受
け
持
つ
「
乗
り
入
れ
授
業
」

も
行
い
、
専
門
性
の
高
い
授
業
を

実
現
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、両
校
を
つ
な
ぐ
「
グ
リ
ー

ン
ロ
ー
ド
」
を
職
員
の
手
で
整
備

し
、
上
靴
の
ま
ま
お
互
い
の
学
校

へ
行
き
来
で
き
る
よ
う
に
し
た
こ

と
で
、
子
ど
も
や
教
員
が
気
軽
に

交
流
が
で
き
る
環
境
を
つ
く
り
ま

し
た
。

　

本
事
業
を
進
め
て
い
く
中
で
、

各
中
学
校
区
が
特
色
を
生
か
し
た

取
り
組
み
を
通
し
て
、
子
ど
も

た
ち
が
よ
り
成
長
で
き
る
よ
う
な
、

９
年
間
の
系
統
立
て
た
教
育
を
確

立
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

児童がデザインを
考え、できあがったポスター

始まっています　コミュニティ・スクール

市では、令和４年度までに市内全小中学校に「コミュニティ・スクール」を導入することを目指し、各校
で準備を進めています。コミュニティ・スクールは、学校だけでなく、地域の人たちも同じ目標を共有し
て子どもを育てることができる仕組みです。地域と学校が一緒に考える「学校運営協議会」と、地域が主
体となって子どもの学びをサポートする「地域学校協働活動」が両輪となって成り立っています。
本年度からコミュニティ・スクールを導入している勝間田小学校、萩間小学校、相良中学校に、コミュニ
ティ・スクールの現状や今後への期待などについて聞いてみました。

地域の力を学校に
コミュニティ・スクール導入のきっかけは、「地域の良さを知り、地域を大切にする子どもを育てたい」とい
う思いでした。学校の職員は人事異動で変わるので、学校だけでは地域の良さを引き出しきれません。地域の
ことをよく知っている地元の人に入ってもらうことで、地域を愛する子どもが育つことを期待しています。

郷土愛は地域で育む
ＣＳディレクターの役割は、学校と地域をつなぐことです。子どもたちには、たくさんの人と触れ合うことで
郷土愛を育んでほしいですし、地域の人には、もっと学校を知ってもらいたいと思っています。これらをスムー
ズに実現できるようにすることが、自分の仕事だと思っています。子どもの笑い声を聞きながら、前向きな人

みんなで考える環境を
教育現場には、教育の部外者の声が入ることが必要です。学校運営協議会では、教員でない人が、学校と一緒
に悩み、課題を解決するためにみんなで一緒に考えることで、いろいろなアイデアが出てきます。
私は今、「地域の子どもは地域で育てる」ことの使命感を感じています。もちろん活動は子どものためではあ
りますが、最終的には地域の力となって返ってくるものだと思っています。

コミュニティ・スクール導入により、まず職員の考え方が変わりました。責任感が強く、
「自分でやらなければ」と考えてしまっていた職員が、人に頼るようになったことで、
授業に専門的なものを取り入れられ、かつ、より楽しく活動ができるようになりました。
また子どもたちも、地域の良さをさらに深く学ぶことができるようになりました。
将来的には、学校が地域のコミュニティになったらいいなと思っています。学校にいろ
いろな人が自然に入ってきて、子どもに関わってくれたり、そこで人のネットワークが
築けたりするようになることを期待しています。

たちと活動ができて楽しいですし、とてもやりがいを感じています。
もともと萩間小学校では、地域の人が学校の体験学習の支援や声掛け運動をしていまし
た。本年度はさらに、学校運営協議会での話し合いを通して、週２回の放課後学習「寺
子屋はぎま」を新たに実施することになりました。また子どもの安全のため、通学路の
草取りも地域みんなでやろうと決め、実行に移しています。このような活動は、学校の
ためになるのはもちろん、学校を核にしたネットワークの形成や、地域力の向上につな
がるため、地域にとってもよいことだと思います。

「人を育てること」は一番大切なことです。リモート学習でも学力の心配はあまりない
かもしれませんが、コミュニケーション力や見て考えるプロセスは、体験を通して身に
付きます。コミュニティ・スクールでは、地域の人と子どもたちが接する機会をつくり
たいと考えており、本年度は、子どもたちが自分の将来や生き方を考えるきっかけにし
てもらおうと、学校運営協議会のメンバーで生徒の面接練習をしました。
今後は、学校に地域の人が入り「これやってみよう」というような意見が活発に交わさ
れる環境をつくっていきたいです。さらには、小学校や高校との連携も、少しずつでき
たらと考えています。

勝間田小学校 校長 櫻
さくら

井
い

真
ま

弓
ゆみ
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萩間小学校 Ｃ
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Ｓ
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池
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子
こ

さん

相良中学校 学校運営協議会 会長 今
こん

野
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英
ひで

明
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さん

両校をつなぐグリーンロード

「望ましい教育環境のあり方に関する方針」に基づいて市が進めている
「キャリア教育を軸とした小中一貫教育とコミュニティ・スクール」の
取り組みについてお知らせします。

問い合わせ　学校教育課　小倉圭司　☎532645

つなごうつなごう 学び 育ちみんなの学びと育ち


